
報道関係各位                                             ２００６年４月７日 
旭トステム外装株式会社 

 

雨で汚れを流し落とす 親水性フッ素塗装の外装材３柄を発売 

 
～セルフクリーニング外装材のラインナップがさらに充実～ 

 
外装建材総合メーカーの旭トステム外装株式会社（本社：東京都江東区毛利1-19-10、

社長：三石健夫）では、セルフクリーニング機能付きの窯業系外装材３柄７品種をこの

ほど開発、４月１０日から全国で新発売致します。 

今回発売するのは、無石綿の窯業系サイディング「ＡＴウォール」の最高級品である

「１８Ｚシリーズ」の２柄４品種と、「１５Ｚシリーズ」の１柄３品種でいずれも旭硝

子グループで開発した独自のフッ素樹脂「ルミフロン」をベースとした親水性フッ素ク

リア塗料（セルフッ素コート）を使用し塗膜１５年保証対応と、独自のスーパー工法（シ

ーリングレス工法）を採用した商品です。 

高機能化が進む住宅資材の中でも外装材に求められる差別化要求は年々厳しくなり、

従来最高級品にしか装備されなかった塗膜１０年保証がスタンダードな機能として浸

透しつつあります。 

 旭トステム外装ではセルフクリーニング機能や塗膜１５年保証、シーリングレスとい

った更なる付加価値を追求した商品を今後も順次発売してゆく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＡＴウォール １８Ｚ」テシナＳＲ 

 

 



 

 

◆今回発売商品の特長 

 

１．「ＡＴウォール １８Ｚ」テシナＳＲ/グストＳＲ 

●意 匠：１８mm 厚を生かした彫りが深く凹凸感に富んだストーン柄です。 

積み石の組みパターンと特殊な塗装表現により遠目には最近人気復活の兆

しがあるタイル柄にも見える端正な意匠です。 

●サイズ：（厚さ）１８ミリｘ（縦）４５５ミリｘ（幅）１，８２０ミリ 

●価 格 ：６,９００円／枚（８，３３２円／㎡） 

※ 価格には、役物、運搬費、施工費、消費税は含まれません。 

 

２．「ＡＴウォール １５Ｚ」マカロＳＲ 

●意 匠： 

モルタル材に細石を整然とならべたような意匠です。モノトーンの配色により他の

柄との組み合わせコーディネイトとしても最適です。 

●サイズ：（厚さ）１５ミリｘ（縦）４５５ミリｘ（幅）１，８２０ミリ 

●価格  ：５,２００円／枚（６，２７９円／㎡） 

※ 価格には、役物、運搬費、施工費、消費税は含まれません。 

 

 

＜発売日＞２００６年４月１０日 

 

＜販売地域＞全国 

 

＜販売目標＞アクリルシリコンタイプの「セルクリンコート」採用品も併せ、セル

フクリーニング機能付き外装材トータルで２年後に当社窯業系サイ

ディング全体の２割を目指します。      

 

 

 

この件に関するお問い合わせは下記にお願いします 
 

 

 

報道関係の方のお問い合わせは・・・・旭トステム外装  営業部    ＴＥＬ：０３－５６３８－５１１１ 
一般の方からのお問い合わせは・・・・・旭トステム外装 サービスデスク  ＴＥＬ：０３－５６３８－５１１７ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

<<ご参考>> 

 

１） 

２） 

３） 

４） 

ルミフロン： グループ会社である旭硝子㈱化学品カンパニーが開発した超耐候性

フッ素塗料用樹脂の商品名。フッ素樹脂の中でも極めて耐候性の高い３Ｆ系ＦＥＶＥ構

造で構成され、この樹脂を使用した塗料は横浜ランドマークタワー、航空機、明石大橋

などにも使用されています。建築用としても２０年１５万件以上の実績があります。 

 

 

セルフッ素コート： ルミフロンをベースに紫外線吸収剤や光酸化反応防止剤など

を最適配合し住宅外装用に開発した親水性フッ素塗料による塗膜。紫外線に対して優れ

た耐候性を発揮するだけでなく、防藻・防カビ機能の他に塗膜に親水性を持ちセルフク

リーニング効果を有する多機能塗膜です。 

 

 

塗膜１５年保証： 当社では 上記セルフッ素コート対象品に業界で初めて塗膜の

１５年保証を実施することとし２００４年８月より実施しています。該当商品を使用い

ただいた物件を申請により登録し 、住宅会社に対し塗膜外観を保証するシステムです。

（但し、本塗膜保証はセルフクリーニング効果を保証するものではありません。） 

 

 

スーパー工法： 外装材の四周に合いじゃくりを施し、商品どうしの継ぎ目をシー

リングを使用せずに接合させる工法。シーリング目地が無いので継ぎ目が目立ちにくい

高意匠の壁面が可能。更に合いじゃくりつき S出隅を使用すれば、出隅部のシーリング

レス化も可能です。またシーリング部のメンテナンスの負担を軽減できるメリットも生

まれます。 

（但し、開口部周りや軒天部分など一部シーリングを使用する箇所もあります。） 

 

 


